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はじめに

平間 光司 総研大・葉山高等研究センター耕受

本書は総研大葉山高等研究センタープロジェクト「人間と科学」の課題

「大学共同利用機関の歴史(正式名称:大学共同利用機関の成立に関する

歴史資料の蒐集とわが国における巨大科学の成立史に関する研究)Jの

2005年(平成 17年)度の活動に関する報告書です。本研究は平成 16

から活動を開始し、大学共同利用機関のアーカイブズ活動のi題発により、統ー

した形式のシステムを構築・公開することを目的としていますが、文書資料だ

けでは得られない生きた歴史を伝えるオーラノレヒストリーおよび質の高い映

像資料を作成しアーカイブすること、またこれらを通じて大学共同利用機関の

麿史研究を進め、アーカイブズに反映させることも重要な任務です。

2005 (平成 17)年度からは映像民族学の第一人者である比較文化学専攻

の大森康宏樹受のグループ。とも合流し、映{象作成の面では技綿守にも大き

な進歩をとげました。また、アーカイブズを統一する方式として EADを採用

することが決まり、国文学研究資料館アーカイブズ研究系の先生方の協力によ

って、徐々に統一アーカイブズの形ができてきました。オーラノレヒストリーに

ついても SharonTraweek先生のグルーフ。を中心に 実際のインタビューを行

うなど、材各的な活動が開始されました。

2005年度の全体研究会は、諸般の都合で2006年4丹に葉山で行われました。

関連する共同利用研の歴史、アーカイブズ活動に関する講演もお願いしま

した。本書には研究会の講演録、およひ激立した論文を掲載しています。
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開催挨拶

菅原 寛さ李 総研大・葉山高等研究センターセンター長

16年度から研究ブ。ロジェクトの一環として、わが国における大学

共同研究機関の歴史についての研究が始まりました。

昨年(2005年)開催された研究会では、国文学研究資料館の安藤正人先生

から研究機関のアーカイブズについて明確な定義を下されたことを今で

も印象的に記憶しています。研究リサーチ・アーカイブズは、研究の成果

を広く知らしめることよりも、むしろその成果に至った研究のプロセスを

資料に基づいて明らかにしていくことに重要な意味があります。しかし、

そうした明快な考え方が研究機関内部に定着していない現状があるため、

私は研究アーカイブズの考え方を定着させていきたいと考えています。

本プロジェクトにおいても、そのような意識の中で研究活動を続けてい

けば、有意義な活動ができると期待しています。残念ながら、センターの

活動としてはスムースに進んでいるという印象を抱いているわけではあ

りません。もう少しこの分野に力を注ぐべきであろうと思っています。こ

ういう研究会での議論を通じて、今後この研究活動をどういう方向に進め

ていくのか定めていきたいと考えています。そして大学共同利用機関全体

として研究アーカイブズを構築していく方向性を定めていく必要がある

でしょう O

現在は、高エネルギー研究所、核融合科学研究所を中心に研究アーカイ

ブズの活動が継続され、また他の機関にもそれなりに広がりつつあるのは

大変喜ばしいことであり、できるだけ多くの人や機関に、この活動の重要

性を認識していただくことが大切だと思います。
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本研究会において、実際のアーカイブズ活動の現状、共同利用機関の歴

史など多角的な見地からの報告がなされるとともに、また今後の方針につ

いても議論し、積極的に見識を深めていただくことを願っています。今後

は、今回の研究会以外に、この分野の国際会議、学会での報告なども

しています。
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研究プロジェクトの趣旨説明

平田光司 総研大 教授

この研究プロジェクト「大学共同利用研究機関の歴史(大学共同利用機

関の成立に関する歴史資料の蒐集とわが国における巨大科学の成立に関

する研究J)で一番重要な点は、各研究機関に蓄積されているデータを整

理し共有化することによって、総合的なデータベースを構築するとともに、

一般の研究者にも使用可能なものにしていくことです。

それに付髄して、書かれた資料だけでは理解できない、研究者の生の声

や公式資料には掲載されていない麿史的事実などを才一ラルヒストリー

(聞き書き)によって整備してし1く手法も重視しています。同時に、過去の

活動だけではなく、現に行われつつある研究活動についても記録を残して

いく必要があります。その意味でも、才一ラルヒストリーは非常に重要な

役割を果たします。しかもただ蒐集するだけではなく アーカイブズとし

て共有化していくことが重要ですから、その意味では、オーラノレヒストリ

ーも資源共有化の大きな流れの中に位置づけることができます。

さらに、文字だけでは分かりにくい状況をリアルに伝える映像アーカイ

ブズも重要です。多くの研究所では、 8ミリフィルムなどで科学的な映像

を残していますので、そうしづ貴重な資料も蒐集し記録として管理してい

く必要があるでしょう O また、オーラノレヒストリーも昔はテープレコーダ

ーで録音していますが、最近では小型化・軽量化したデ、ジタノレVTRで簡単

に映像と音声が記録できるようになったので、その意味でも映像アーカイ

ブズは重要です。そこで、昨年度(平成 16年度)から映像アーカイブズに

ついても取り扱うようになりました。
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このようにすべてアーカイブズとして重要ですが、本研究においては、

大きく 4つの領域に分け、それぞれにおいて次のような研究を行う予定で

す(カッコ内はそれぞれの責任者)。

①データベースの共有化(安倍)

高エネノレギー研究所、核融合科学研究所などのアーカイブズ目録を共

通のフレームで公開し、システム運用の経験を積む。

②オーラルヒストリー(s. トラウィーク)

共同利用機関における女性、データベース、計算機など多くの機関に

共通するテーマに沿って組織的インタピューを行い、成果を公表する。

オーラルヒストリー教育法を開発し、講習会を試行する。また、主要

な教科書の翻訳・発行を行う。

③映像アーカイブズ(大森)

科学研究における映像記録を作成し、アーカイブズ資料とする(終了

する研究プロジェクトなどを優先)。また、映像リテラシーの教育方

法を開発する。

④歴史研究(平田)

共同利用機関の歴史を研究する視点について研究会を開催し、史料を

生かした研究の方法を確立する。

このうち④の歴史研究は私が担当していますが、前途多難の状態にあり

ます。というのも、全体に日本の現代科学史(特に 50年前くらし 1から現在

まで)についての研究はあまりなされていないのが現状で、資料がないな

どの問題が多し1からです。また、科学史研究者は、公開されているアメリ

カの公文書館に行き史料を集めることに注力し、自分たちでアーカイブズ

を作って研究するところまでし 1かないという側面もあります。日本の科学

史についてきちんと考えるのであれば、吉分たちで史料を整理しアーカイ

ブズにしていく必要があると思います。そこで微力ながら、このプロジェ

クトでその活動を続けていきたいと考えています。

わが国においては共同利用機関としづ非常に重要な研究形態が存在し



ν11 

ていますが、それについてはわれわれ自らが、きちんとした歴史的整理を

していくしかありません。そこで徐々 していますが、先に挙げたよ

うな理由で、なかなか思うように進んで、いないのが現状です。いろいろな

閤難があることも分かつていますが、体制づくりを含めて少しずつで、も進

めていきたいと思っています。
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